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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成30年4月5日(2018.4.5)

【公開番号】特開2016-194762(P2016-194762A)
【公開日】平成28年11月17日(2016.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2016-064
【出願番号】特願2015-73833(P2015-73833)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/048    (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/048    ６５６Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月15日(2018.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示オブジェクトが表示される物体表面における前記表示オブジェクト及び実オブジェ
クトの認識結果に基づいて、認識された前記表示オブジェクト又は前記実オブジェクトの
少なくともいずれかに対応する提供情報を表示部に表示させる表示制御部、
を備える情報処理システム。
【請求項２】
　前記表示制御部は、認識された前記表示オブジェクト又は前記実オブジェクトの位置に
基づいて前記提供情報を表示させる、請求項１に記載の情報処理システム。
【請求項３】
　前記表示制御部は、認識された前記表示オブジェクト及び前記実オブジェクトの位置に
基づいて前記提供情報を表示させる、請求項２に記載の情報処理システム。
【請求項４】
　前記提供情報は、認識された前記表示オブジェクトの位置、又は前記実オブジェクトの
位置に基づいて生成される、請求項１～３のいずれか一項に記載の情報処理システム。
【請求項５】
　前記提供情報は、認識された前記表示オブジェクトの位置、及び前記実オブジェクトの
位置に基づいて決定される、請求項４に記載の情報処理システム。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記表示オブジェクトと前記実オブジェクトとの対応関係を示す情
報に基づいて前記提供情報を表示させる、請求項１に記載の情報処理システム。
【請求項７】
　前記対応関係を示す情報は、前記実オブジェクトと前記表示オブジェクトとの相対的な
配置を示す情報を含み、
　前記表示制御部は、前記相対的な配置を示す情報に基づいて前記提供情報を表示させる
、請求項６に記載の情報処理システム。
【請求項８】
　前記情報処理システムは、前記対応関係を示す情報を記憶部から取得する記憶制御部を
さらに備える、請求項６又は７に記載の情報処理システム。
【請求項９】
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　前記記憶制御部は、前記実オブジェクトの撮像画像、立体形状を示す情報、又は前記物
体表面における位置を示す情報により前記実オブジェクトを同定する、請求項８に記載の
情報処理システム。
【請求項１０】
　前記記憶制御部は、前記実オブジェクトが検出された時間帯を示す情報により前記実オ
ブジェクトを同定する、請求項９に記載の情報処理システム。
【請求項１１】
　前記記憶制御部は、認識された前記表示オブジェクト及び前記実オブジェクトの組み合
わせを対応付けた前記対応関係を示す情報を前記記憶部に記憶させる、請求項８～１０の
いずれか一項に記載の情報処理システム。
【請求項１２】
　前記提供情報は、認識された前記実オブジェクトと前記対応関係を示す情報において対
応付けられた前記表示オブジェクトに関する情報である、請求項６～１１のいずれか一項
に記載の情報処理システム。
【請求項１３】
　前記提供情報は、認識された前記表示オブジェクトと前記対応関係を示す情報において
対応付けられた前記表示オブジェクトに関する情報である、請求項６～１２のいずれか一
項に記載の情報処理システム。
【請求項１４】
　前記表示制御部は、認識された回数が多い又は時間が長い前記表示オブジェクト及び前
記実オブジェクトの組み合わせについての前記対応関係を示す情報に基づく前記提供情報
を優先的に表示させる、請求項１３に記載の情報処理システム。
【請求項１５】
　前記表示制御部は、前記実オブジェクト又は前記表示オブジェクトが認識されてから、
指定されたタイムラグを設けて前記提供情報を表示させる、請求項１～１４のいずれか一
項に記載の情報処理システム。
【請求項１６】
　前記表示制御部は、認識された前記表示オブジェクト又は前記実オブジェクトの少なく
ともいずれかに対応付けられた広告情報を表示させる、請求項１～１５のいずれか一項に
記載の情報処理システム。
【請求項１７】
　前記表示制御部は、認識されたユーザの生体情報に応じた前記提供情報を表示させる、
請求項１～１６のいずれか一項に記載の情報処理システム。
【請求項１８】
　前記表示制御部は、認識されたユーザの周辺の装置に応じた前記提供情報を表示させる
、請求項１～１７のいずれか一項に記載の情報処理システム。
【請求項１９】
　表示オブジェクトが表示される物体表面における前記表示オブジェクト及び実オブジェ
クトの認識結果に基づいて、認識された前記表示オブジェクト又は前記実オブジェクトの
少なくともいずれかに対応する提供情報を表示部に表示させるようプロセッサにより制御
すること、
を含む情報処理方法。
【請求項２０】
　コンピュータを、
　表示オブジェクトが表示される物体表面における前記表示オブジェクト及び実オブジェ
クトの認識結果に基づいて、認識された前記表示オブジェクト又は前記実オブジェクトの
少なくともいずれかに対応する提供情報を表示部に表示させる表示制御部、
として機能させるためのプログラム。
 
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－４８６７２号公報
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　図３は、本実施形態に係る情報処理システム１００Ｃの外観構成例を示す図である。図
３に示した情報処理システム１００Ｃは、テーブル１４０Ｃの下から情報を出力部１３０
Ｃに照射させることで、テーブル１４０Ｃの表面に情報を表示させるように形成されてい
るものである。すなわち、図３に示した情報処理システム１００Ｃでは、情報の表示面は
テーブル１４０Ｃの天面となる。テーブル１４０Ｃの面はガラス板や透明プラスチック板
等の透明又は半透明な材質で形成される。図３のようにテーブル１４０Ｃの下から情報を
出力部１３０Ｃに照射させて、テーブル１４０Ｃの天面に情報を表示する方式を「リアプ
ロジェクション型」とも称する。図３に示したように、入力部１１０Ｃは、テーブル１４
０Ｃの上方にテーブル１４０Ｃとは離隔して設けられてもよいし、テーブル１４０Ｃの下
方にテーブル１４０Ｃとは離隔して設けられてもよい。例えば、テーブル１４０Ｃの上方
に設けられた入力部１１０Ｃは画像センサ及び深度センサとして機能し、テーブル１４０
Ｃの下方に設けられた入力部１１０Ｃはタッチセンサとして機能する。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
　符号４３１に示すように、ユーザがテーブル１４０Ａ上でテレビのアプリケーション４
４１を閲覧している。次いで、符号４３２に示すように、ユーザが、テレビのアプリケー
ション４４１から見て右にコーヒーカップ４４２を置いたとする。この場合、情報処理シ
ステム１００は、対応関係ＤＢ更新処理を行って、上記表５に示すエントリＬＥ２を登録
する。なお、コーヒーカップ４４２から見ると、テレビのアプリケーション４４１は左に
位置している。符号４３２に示した状態が複数回再現されると、エントリＬＥ２の関連度
がインクリメントされていき、閾値以上となる。すると、符号４３３に示すように、ユー
ザがコーヒーカップ４４２をテーブル１４０Ａ上に置くと、情報処理システム１００は、
符号４３４に示すように、コーヒーカップ４４２から見て左側にテレビのアプリケーショ
ン４４１を自動的に起動する。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５２】
　ストレージ装置９０８は、情報処理装置９００の記憶部の一例として形成されたデータ
格納用の装置である。ストレージ装置９０８は、例えば、ＨＤＤ等の磁気記憶デバイス、
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半導体記憶デバイス、光記憶デバイス又は光磁気記憶デバイス等により実現される。スト
レージ装置９０８は、記憶媒体、記憶媒体にデータを記録する記録装置、記憶媒体からデ
ータを読み出す読出し装置および記憶媒体に記録されたデータを削除する削除装置などを
含んでもよい。このストレージ装置９０８は、ＣＰＵ９０１が実行するプログラムや各種
データ及び外部から取得した各種のデータ等を格納する。ストレージ装置９０８は、例え
ば、図４及び図５に示す記憶部１５０を形成し得る。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１４】

【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【図２６】
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